
  

 

検査方法変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

このたび、下記検査項目におきまして、検査方法の変更を 

させて頂きたくご案内申し上げます。 

何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。  

 

敬 白 
 

記 

  

■検査内容変更項目 

貢 項目コード 項目名称 

113 0053 尿沈渣 

34 1759 ヒト脳性ナトリウム利尿ペプチド（ＢＮＰ） 

                             

変更日 2015 年 7 月 1 日（水）受付分より 

 

■検査内容変更項目 

貢 項目コード 項目名称 

89 
0370 

1604 
N-アセチルグルコサミニダーゼ(NAG) 

 

変更日 2015 年 7 月 6 日（月）受付分より 

 

群馬臨床検査センター 

2015-11 
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●尿沈渣 ＜依頼コードＮＯ.0053＞ 

尿沈淀検査の標準化の観点から尿沈渣の報告様式を日本臨床検査標準協議会の指針 

 （ＪＣＣＬＳ ＧＰＩ-Ｐ４）準拠とさせて頂きます。 

  

◇報告書の印字項目の変更 

小円形上皮及び顆粒円柱を削除し新たに「細菌」「その他３」を加え単位をＪＣＣＬＳ 

 準拠の「ＨＰＦ」「ＬＰＦ」及び「－」～「５＋」とさせて頂きます。 

 赤血球・白血球・扁平上皮・硝子円柱・細菌以外の検出された成分につきましては、 

 その他１・その他２・その他３に種類は略語・量はコメントを用いご報告致します。 

 

新報告書 

沈
渣 

赤血球 赤  HPF   

白血球 白  HPF 

扁平上皮 扁平  HPF 

硝子円柱 硝子  LPF 

細菌 細菌   

その他１    

その他２    

その他３   

 

  

◇判定基準と報告値の変更 

現血球・上皮細胞類は、強拡大視野（400 倍、ＨＰＦ）での観察数を「現・新表（新/ＨＰＦ）」 

  の通りご報告させて頂きます。 

 

報告値/単位（現・新表） 

 
 

 

 

 

 

3+ 5-10ﾏｲ

5+

10-20ﾏ

4+

1-3ｽｳｼ 1+

非上皮細胞（血球等）・上皮細胞 円柱類 微生物・寄生虫・塩類・結晶類

新（/HPF） 現 新 現 新 現

1+ 0-1ｽｳｼ

1-3ｽｳｼ

1+

1-4 1-3ﾏｲｼ 2+ 2+

3-5ﾏｲｼ 3+

LT1 0-1ｽｳｼ - - - -

3+
5-9

5-10ﾏｲ

10-19
10-20ﾏ

1-3ﾏｲｼ

3-5ﾏｲｼ

2+

ﾑｽｳ

GT100 ﾑｽｳ

20-29
20-30ﾏ 20-30ﾏ

30-49
30-40ﾏ

30-40ﾏ
ﾀｽｳ

ﾀｽｳ50-99

報告書 

沈
渣 

赤血球 赤  全視野：ｾﾞ 

数視野：ｽｳ 

毎視野：ﾏｲ 

白血球 白  

扁平上皮 扁平  

硝子円柱 硝子   

顆粒円柱 顆粒   

小円形上皮 小円形   

その他２    

その他３   
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※円柱類は、弱拡大（100 倍）での鏡検結果を下記の基準により全視野（ＷＦ：whoie field） 

 または各視野（ＬＰＦ）の概数の基づき下表「報告」（－～5＋）の通りご報告致します。 

報告 観察数 / 視野 

－  0/ＷＦ  0/100ＬＰＦ  0/100ＬＰＦ 

1＋ 
 1-4/ＷＦ  1-4/100ＬＰＦ 

 1/ＷＦ～1 未満/10ＬＰＦ 
 5-9/ＷＦ  5-9/100ＬＰＦ 

2＋ 
 10-19/ＷＦ  10-19/100ＬＰＦ 

 1-2/10ＬＰＦ 
 20-29/ＷＦ  20-29/100ＬＰＦ 

3＋ 
 30-49/ＷＦ  30-49/100ＬＰＦ 

 3-9/10ＬＰＦ 
 50-99/ＷＦ  50-99/100ＬＰＦ 

4＋  100-999/ＷＦ  100-999/100ＬＰＦ  1-9/ＬＰＦ 

5＋  1000～/ＷＦ  1000～/100ＬＰＦ  10-/ＬＰＦ 

 

※細菌・真菌は、強拡大視野（400 倍、ＨＰＦ）での観察結果を下表の通りご報告致します。 

記載（報告）  

－  0 から数視野に散在 

1＋  各視野にみられる 

2＋  多数あるいは集塊状に散在 

3＋  無数 

 

※寄生虫類は、強拡大視野（400 倍、ＨＰＦ）での観察数を下表の通りご報告致します。 

記載（報告）  

－  0 

1＋  1 個/ＷＦ～4 個/ＨＰＦ 

2＋  ５～9 個/ＨＰＦ 

3＋  10 個～/ＨＰＦ 

 

※結晶・塩類は、強拡大視野（400 倍、ＨＰＦ）での観察数を下表の通り報告致します。 

記載（報告） 結晶（観察数/視野） 塩類 

－  0  0 

1＋  1-4 個/ＨＰＦ  少量 

2＋  5-9 個/ＨＰＦ  中等量 

3＋  10 個～/ＨＰＦ  多量 

 

◇電子カルテへの登録 

 項目コード変更が必要な場合には、お手数ですが下記コードＮＯにて変更をお願い申し上げます 

 

項目名 尿沈渣 

 新 法 現 法 

項目コード 

依頼コード 0053（変更なし） 

結果コード 1711 赤血球   

1712 白血球   

1713 扁平上皮  

1714 硝子円柱  

1715 細菌 

1717 その他１ 

1718 その他 2 

1719 その他 3 

依頼コード 0053 

結果コード 1701 赤血球 

1702 白血球 

1703 扁平上皮   

1704 硝子円柱   

1705 顆粒円柱   

1707 小円形上皮  

1708 その他 1   

1709 その他 2   
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●ヒト脳性ナトリウム利尿ペプチド（ＢＮＰ） ＜依頼コード 1759＞ 

 測定機器の変更により検査方法を変更させて頂きます。基準値等の変更はございません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・現測定法と新測定法の比較相関 

 

  

変更内容 新法 現法 

検査方法 ＣＬＩＡ ＣＬＥＩＡ 

n = 

y = x + 

r = 

 

0.9490 7.4074

 

 

0.9953

186 
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新

法

現 法

（IU/L）

（U/L）

n=100

Y=1.121X-0.179

r=0.997

●N-アセチルグルコサミニダーゼ(NAG)  ＜依頼コード 0370・1604＞ 

現測定試薬販売中止に伴い、測定試薬を変更させていただきます。検査方法は変更ありません

が、基準値（単位）および報告範囲が変更となります。 

また、本変更に伴い、蓄尿材料（依頼コード 1604）での受託は中止とさせていただきます。 

 
項目コード

No. 
検 査 項 目 変更内容 新 法 現 法 

0370 

N-アセチル 

グルコサミニ

ダーゼ(NAG) 

検査材料 

検体量 
部分尿 0.5 mL 

部分尿 0.5 mL 
蓄尿 0.5 mL（削除） 

基準値 

(単位) 

部分尿 0.7～11.2 
(IU/L) 

部分尿、蓄尿ともに 
7.0 以下 (U/L) 

報告範囲 
0.4 未満、0.4～

999999.9 
0.1 未満、0.1～999999.9 

 

 


